








平和と安定に関連する取組の効率的実施 
●政策レベルでは，UNOSAAは毎年ニューヨークにおいて，	
RECsによる国連加盟国へのブリーフィングを開催し，アフリカ
の平和，安全保障及び開発に対するRECsの役割と貢献につ
いて，世界の認識を高めるためのプラットフォームを提供した。
●アフリカに関する地域調整メカニズム（RCM）の一環とし
て，新たなアフリカ統合開発アジェンダに関する国連・AUパ
ートナーシップ（PAIDA）が2015年6月，AU総会で採択され
た。PAIDAはアジェンダ2063に準拠しており，2017年から
2027年にかけて平和と安定に関連する取組を実施するため，ア
フリカのオーナーシップ及び能力をさらに支援することを目的と
している。
●世界銀行，アフリカ開発銀行及び多数の国連機関から構成さ
れる複数のパートナーによるエボラ復興評価プロセスは，2015
年7月の国連国際エボラ復興会議でクライマックスを迎えた。こ
の会議により，最も被害の大きかった3カ国及び地域での復興
努力に対し，約52億米ドルの支援が生み出された。
●実施レベルでは，UNDPは国連統合戦略を通じて，大湖地
域，サヘル及びアフリカの角などの危機に見舞われた国と地域
への支援を行った。平和構築基金ジェンダー促進イニシアティブ
の一環として，国連ボランティア計画（UNV）のプログラムによ
り，2013年～2014年にかけて20万米ドルに相当する国連ボラ
ンティアが展開し，ギニア，マリ及びソマリアへの資源の動員が
行われた。

紛争の防止と管理，平和の維持と創出及び紛争後の復
興の達成
●UNDPは，中央アフリカ共和国におけるコミュニティ保護及び
強靭化に向けた2か年戦略を策定し，その結果，2,000万米ドル
規模の地域社会保護・早期復興・強靭化プログラムにより和解
と復興への支援を提供した。UNDPはまた，法の支配に関する
グローバル・プログラムを含む紛争後の復興に関する様々な支
援を通じ，25カ国以上の紛争国における法の支配の強化に取り

組んだ。
●国際赤十字・赤新月社連盟（IFRC）は，チュニジア及びリビア
の赤新月社のボランティア180名を対象に能力開発訓練を実施
した。チュニジアでは物流，心理社会的支援（PSP）及びライフ
スキルについて，リビアでは人口移動及び避難民へ対処するため
の技能について研修を行った。	
●国連児童基金（UNICEF）は，エボラ出血熱の流行を含む人
道状況に対応するため，2013年以降にパートナーから受け取っ
た資金（年額約4億米ドル）を基に，アフリカの40カ国以上にお
いて，子どもたちに対し栄養失調の治療，安全な水の供給及び
心理社会的支援等の命を守るための支援を行った。
●国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）は，特に性及びジェ
ンダーに基づく暴力からの保護に焦点を当てた中央アフリカ共
和国，南スーダン，マリ及びソマリア等における状況に関連した
活動等を通じて，平和的共存を促進することにより，避難民とホ
ストコミュニティの双方に裨益する活動を実施した。
●UNOSAAは，2015年，女性・平和・安全保障に関するAUC
委員長特使事務所に技術支援を行い，その結果，国連安保理決
議1325号を踏まえた「女性・平和・安全保障に関する大陸規模
の成果枠組み」のひな型の作成が行われた。UNOSAA及びAU
はまた，2015年3月にニューヨークで開かれた第59回国連女性
の地位委員会の開催期間中に，大陸規模の枠組みに関するハ
イレベルイベントを共催し，そこで同枠組みの構築に向けた一連
の主要な提言が生み出された。

テロ，国際組織犯罪及び海賊との闘い
●国連薬物・犯罪事務所（UNODC）は，国連サヘル統合戦略
により，サヘル地域の加盟国に対し，組織犯罪及びテロに対処
するための法的枠組の強化や同加盟国間の国境警備の強化等
に向けての統合的支援を行った。UNDPも，サヘル地域におい
て，国境地域における不安定と暴力的過激主義の原動力につい
て調査を行い，サヘル地域の加盟国の過激化対策／脱過激化
国家戦略及びプログラムの推進を支援している。

(2) パートナーの取組
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UNOSAAは,AUその他のパートナーとともに,2015年3月の第59回国連女性の地位委員
会の機会にハイレベル・イベントを開催した（写真：UNOSAA）



●世界税関機構（WCO）及びUNODCは，アフリカ諸国の税関
行政に対する訓練やスタディ・ビジットを含むコンテナ・コント
ロール・プログラムを共同で実施し，アフリカにおける違法薬物
取引やその他の国際組織犯罪を目的とした海上輸送用コンテ
ナ利用を最小限に食い止めるべく取り組んでいる。

アフリカのグッドガバナンスの強化
●ポルトガルは，カーボヴェルデにおける協力プログラムにより，
司法部門諸機関の職員107名に対して13の能力強化研修を実
施し，司法部門の構造改革に貢献した。
●UNDPは，APRMプロセス推進のためのチャド，セネガル及び
スーダンへの代表団派遣をはじめとするAPRM事務局の活動
を支援した。政策レベルでは，UNOSAAは，ニューヨークで毎
年行われる国連アフリカ・ウィークの一環として，APRMに対す
る財政面及び技術面での支援を行った。アフリカ・ウィークで
は，APRMの業務に対する世界の認識を高めるためのアドボカ
シー活動が行われた。2015年10月にニューヨークで行われた
「アフリカ・ウィーク」において，UNOSAAは他の共催者ととも
に，アフリカ関連事項について政策議論を行うためのプラットフ
ォームを地域機関に対して提供した。
●UNDPは，特にソマリアにおいて様々なガバナンス支援を行
った。例えば，主要な司法・人権関連法案について議会指導者
に助言を行い，独立憲法見直し・施行委員会の設立を支援し，
国家独立選挙委員会のための法律制定に助言を行った。さら
にUNDPは2014年に，市民教育フォーラム，対話，ディベート，
コミュニティとの協議等による，女性の平等に関するアドボカシ
ー及びアウトリーチ活動を支援し，ソマリア全土で9,745人（う
ち56％が女性）の直接の参加を得た。男女平等に関するラジ
オの啓発キャンペーンやトーク番組にも推定85,000人が耳を
傾けた。

その他のイニシアティブ
●UNOSAAは，2013年，2014年，2015年の「アフリカにおけ

る紛争の原因と恒久的平和及び持続可能な開発の促進」に関
する国連事務総長年次報告書を国連総会に提出した。同報告
書では，アフリカの平和・安全保障に関する主要な進展につい
て評価し，アフリカの紛争における新たな問題と継続する問題
に関する政策勧告を行った。
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2015年10月にニューヨークで行われた「アフリカ・ウィーク」において，UNOSAAは他の共
催者とともに，アフリカ関連事項について政策議論を行うためのプラットフォームを地域機関
に対して提供した	（写真：UNOSAA）
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第5回アフリカ開発会議(TICAD V)は，
日本の横浜で2013年5月に開催された。

同会議では，「横浜宣言」に加え，
5カ年にわたる「横浜行動計画」を採択した。
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